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～5
月か

ら
I T 講 習 会が始ま

り まし た ～

あなた
も

I T に
挑戦しまし ょ う !

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
の
I
T
機
器
を
用
い
て
行
う
、イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
や
電
子
メ
ー
ル
等
が
身
近
な
も
の
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

「
で
も
、
使
い
方
も
難
し
そ
う
だ
し
、
私
に
は
関
係
な
い
わ
」
な

ん
て
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
例
え
ば
、
今
晩
の
お
か
ず
は
お
料
理
レ

シ
ピ
紹
介
ペ
ー
ジ
で
解
決
、
欲
し
い
チ
ケ
ッ
ト
も
電
話
で
取
る
よ
り

簡
単
予
約
!

パ
ソ
コ
ン
は
、
あ
な
た
が
思
っ
て
い
る
よ
り
ず
っ
と
簡
単
で
便

利
、し
か
も
楽
し
い
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
、挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
I
T

」
っ
て
な
に
?

「
I
T
(

ア
イ
テ
ィ
)

」
と
は
、
I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
1
e
c
h
n
o
l
o
g
y

(イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
)

の
略
で

、
日
本
語
で
い
う
と

「
情
報
通
信
技
術

」
に
な
り
ま
す

。

情
報
通
信
分
野
に
関
す
る
技
術
を
利

用
す
る
方
法
の
こ
と
を
い
い
ま
す

。

ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
?

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
情
報

を
集
め
た
り
、
電
子
メ
ー
ル
で
遠
く

に
住
ん
で
る
人
と
連
絡
を
と
っ
た
り

で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
海
外
に
住
ん

で
る
人
と
で
も
O
K
I

インターネット

私と同じ子育て
の悩みを抱えて
る人、たくさん
いるのね。

私のアドバ
イスもメー
ルしよ。

あ 、これ欲し
かったんだぁ、
注文 しとこ!

このお店
ステキ! 　
今度行こう

電子メ ール

おぉ! 　孫 から
写真つきでメ

ールがきたぞ。

ずいぶん大きく
なったわねぇ。

こんにち は!
あの本、区 内の
図書館にあ るか
見てみよう っと。

I
T

講
習
会
で
は

何
が
学
べ
る
の
?

パ
ソ
コ
ン
に
触
っ
た
こ
と
が
な
い

よ
う
な
初
心
者
を
対
象
に
、
パ
ソ
コ

ン
の
基
本
操
作
(
文
字
の
入
力
な

ど
)
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
子
メ

ー
ル
利
用
な
ど
の
基
本
的
技
能
を
1
2

時
間
で
学
び
ま
す
。

だ
れ
で
も
受
講

で

き

る
の
?

2
0歳
以
上
の
都
民
の
方
で
あ
れ
ば

ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

受

講

費

用

は
?

受
講
料
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、

テ
キ
ス
ト
代
7
0
0
円
は
実
費
負
担
に
な

り
ま
す
。

い
つ

、
ど
こ
で

受
講
で
き
る
の
?

1
4年
2
月
ま
で
に
千
回
程
度
の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

場
所
は
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
、
教

育
研
究
所
、
学
び
ピ
ア
2
1
、
地
域
学

習
セ
ン
タ
ー
、
各
中
学
校
、
民
間
の

パ
ソ
コ
ン
教
室
な
ど
で
行
い
ま
す
。

6
月
の
I
T

講
習
会

参

加

者
募

集

往
復
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
各
講
習
会
の
申
し
込
み
先
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先
は
?

□
生
涯
学
習
振
興
公
社
申
し
込
み
分

(
表
1

※
コ
書
ス
番
号
1
～
2
3
)

申
・
問
先
=
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
事

業
推
進
課

〒
闥
・
0
0
3
4

千
住
5
-
1
3
-
5

(
5
8
1
3
)
3
7
3
0

□
青
少
年
セ
ン
タ
ー
申
し
込
み
分

(
表
2

コ
ー
ス
番
号
2
4～
3
6
)

コ
ー
ス
番
号
2
7は
、
1
歳
以
上
未

就
学
児
童
の
保
育
が
あ
り
ま
す
。
希

望
す
る
方
は
、
申
込
ハ
ガ
キ
に
①
～

⑤
の
ほ
か
に
、
⑥
子
ど
も
の
人
数

⑦
年
齢
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

申

書
問
先
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

〒

圀
書
0
8
4
1
西
新
#
1
1
4
1
1
7
　
　
　

　
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

―
―
い
ず
れ
も
―
―

定
員
=
各
コ
ー
ス
2
0人
(
抽
選
)

申
込
=
往
復
ハ
ガ
キ
に
①
希
望
の
コ

ー
ス
番
号

②
住
所

③
氏
名
(
フ

リ
ガ
ナ
)

④
年
齢

⑤
電
話
番
号

を
明
記
し
各
申
し
込
み
先
へ
(
全
コ

ー
ス
の
中
か
ら
1
人
1
コ
書
ス
、1

通
の
み
有
効
)

※
コ
ー
ス
番
吁
・

場
所
を
確
認
し
、
記
載
も
れ
の
な
い

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い

期
限
=
5

月
泊一
日
必
着

表1　I T 講習会日程等 【生涯学習 振興公社申し 込み 分】

表2　1T 講 習会日程等 【青少年 セン ター申し 込み分】

I
T
講
習
会
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は

生
涯
学
習
課
I
T
事
業

(
3
8
8
0
)
5
2
2
9

□
パ
ソ
コ
ン

パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

略
で
、
個
人
用
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

□
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

自
分
の
パ
ソ
コ
ン
と
世
界
中
の

パ
ソ
コ
ン
が
つ
な
が
り
、
世
界
各

地
か
ら
色
々
な
情
報
を
入
手
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
直
接
買
い
物
に
行
か
な

く
て
も
、
画
面
上
で
物
を
見
て
欲

し
い
物
を
買
っ
た
り
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

□
電
子
メ
ー
ル

E
メ
ー
ル
と
も
い
い
、
自
分
と

相
手
と
の
パ
ソ
コ
ン
で
、
文
書
な

ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ど
ん
な
に
遠

く
に
い
て
も
瞬
時
に
や
り
取
り
で

き
る
、
新
し
い
「
手
紙
」
の
よ
う

な
方
法
で
す
。

例
え
ば
、
海
外
に
住
ん
で
る
友

達
で
も
、
そ
の
日
に
あ
っ
た
出
来

事
や
撮
っ
た
写
真
な
ど
を
、
そ
の

日
の
う
ち
に
相
手
に
届
け
ら
れ
ま

す
。

《 往 復 ハ ガ キ の 記 入 例 》

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
6
5歳
以
上
の
方
の
介
護

保
険
料
/
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
健
康
術

4
・
5
面
▽
1
3年
度
区
政
モ
ニ
タ
ー
募
集
/
学
校
ア
ル
バ

ム
/
区
立
小
・
中
学
校
学
校
公
開

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
掲
示
板
/

め
ざ
せ
子
ど
も
一
茶

8
面
▽
▽
▽
「
子
育
て
に
関
す
る
実
態
調
査
」
/
ス
ケ
ッ

チ
あ
だ
ち

区長へのファクス

( FAX) 3880- 5678
「区民の声」を
お待ちしています

◎ 区の木…さくら　/ 区の花…チューリップ
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

▽
2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
5
月
1
1日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

児
童
手
当
の
所
得
制
限
緩
和
に

伴
う
集
中
受
け
付
け

1
3
年
度
児
童
手
当
の
所
得
制
限
限

度
額
が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
受
給
し

て
い
な
い
方
も
受
給
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
所
得
判
定
は
1
2
年
中
(
1

月
～
1
2
月
)
の
所
得
で
判
定
し
ま

す
。
新
た
に
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ

る
方
は
、
認
定
請
求
(
申
請
)
を
し

て
く
だ
さ
い
。
児
童
手
当
は
認
定
請

求
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と

な
り
、
遡
及
し
ま
せ
ん
。
※
現
在
受

給
中
の
方
は
、
手
続
き
は
不
要
で
す
　

申
請
期
間
=
5
月
1
0
日
～
3
1
日
対

象
=
足
立
区
内
に
住
所
を
有
し
、
6

歳
就
学
前
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

保
護
者
で
、
所
得
制
限
内
の
方

※

所
得
制
限
額
な
ど
く
わ
し
く
は
、
表
2

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い

認
定
請

求
に
必
要
な
も
の
=
①
請
求
者
名
義

の
都
内
金
融
機
関
の
普
通
預
金
の
通

帳
(
郵
便
局
を
除
く
)

②
年
金
の
加

入
状
況
が
確
認
で
き
る
も
の
(
年
金

手
帳
・
コ
ピ
ー
可
)

③
印
鑑
(
朱
肉

の
つ
く
も
の
)

④
健
康
保
険
証
(
生

活
保
護
受
給
中
の
方
は
不
要
)
⑤
足

立
区
に
1
3年
1
月
2
日
以
降
に
転
入

し
た
方
は
、
1
3年
1
月
1
日
現
在
の

住
所
地
で
発
行
さ
れ
た
1
3年
度
所
得

証
明
書
(
児
童
手
当
用
・
後
日
郵
送

可
)

表1 福祉事務所一覧

□
特
設
会
場
を
開
設
し
ま
す

①
5
月
1
0日
～
2
5日
(
土
・
日
を
除

く
)
、午
前
8
時
3
0分
～
午
後
5
時
/

区
役
所
中
央
館
3
階
3
0
1会
議
室

②
5
月
2
6
日
倒
・
2
7
日
向
、
午
前
9

時
～
午
後
4
時
/
区
役
所
I
階
区
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー

申
・
問
先
=
児
童
給

付
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
4

表2 児童手当所得制限額※
訂
正
と
お
わ
び
4

月
2
5日
号
掲

載
の
児
童
手
当
所
得
制
限
額
の
表
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。正
し
く
は
右

表
の
と
お
り
で
す
。
訂
正
し
て
お
わ

び
し
ま
す

該
当
す
る
方
は
申
請
を

児
童
扶
養
手
当
・
児
童
育
成
手
当

□
児
童
扶
養
手
当

対
象
=
区
内
に
住
所
が
あ
り
、
昭
和
5
8

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児

童
(
障
害
の
あ
る
児
童
は
1
9歳
H
ヵ

月
ま
で
)
を
養
育
し
て
い
る
母
ま
た

は
養
育
者
で
、
父
が
次
の
状
態
に
あ

る
方
…
離
婚
、
死
亡
、
生
死
不
明
/
1

年
以
上
の
遺
棄
ま
た
は
1
年
以

上
、
法
令
に
よ
る
拘
禁
等
で
父
不
在
/

婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児

童
で
父
の
扶
養
が
な
い
/
父
に
重
度

の
障
害
(
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2

級
程
度
)
が
あ
る

支
給
が
制
限
さ

れ
る
場
合
=
所
得
制
限
以
上
の
収
入

が
あ
る
と
き
(
本
人
お
よ
び
同
居
の

扶
養
義
務
者
)
/
公
的
年
金
を
受
給

し
て
い
る
/
児
童
が
父
の
死
亡
等
に

よ
り
公
的
年
金
を
受
給
あ
る
い
は
加

給
年
金
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
と
き
/

児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
と

き
/
昭
和
6
0年
8
月
1
日
以
降
に
支

給
要
件
に
該
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た

方
が
5
年
以
上
請
求
し
な
か
っ
た
と

き

手
当
額
(
月
額
)
=
全
額
支
給

対
象
者
…
4
万
2
千
m
円
/
一
部
支

給
対
象
者
…
2
万
8
千
3
5
0
円
/
児
童

が
複
数
の
と
き
の
2
人
目
…
5
千

円
、
3
人
目
以
降
…
3
千
円
を
加
算

□
児
童
育
成
手
当

対
象
=
昭
和
5
8年
4
月
2
日
以
降
生

ま
れ
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に

あ
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
:
交

母
が
離
婚
/
父
ま
た
は
母
が
死
亡
あ

る
い
は
生
死
不
明
/
父
ま
た
は
母
に
1

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
/
父
ま

た
は
母
が
法
令
に
よ
り
1
年
以
上
拘

禁
さ
れ
て
い
る
/
婚
姻
に
よ
ら
な
い

で
懐
胎
し
た
児
童
で
父
の
扶
養
が
な

い
/
父
ま
た
は
母
に
重
度
の
障
害
(

身
体
障
害
者
手
帳
I
・
2
級
)
が
あ

る
方

手
当
額
=
月
額
1
万
3
千
5
0
0

円

※
い
ず
れ
も
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
(
表
3
)
。
児
童
が
施
設
入
所
し

て
い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
所
得
制
限
が
緩
和
さ
れ
ま
す

の
で
5
月
中
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

-

い
ず
れ
も
I

状
況
に
よ
昨
ふ
甲
請
に
必
要
な
も
の

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。
申
・
問
先
=
ひ
と
り
親

家
庭
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

表3 児童育成手当所得制限額

(
福
)
医
療
費
助
成
制
度

次
の
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
方
は

⑩
医
療
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
区
内
在
住
の
方

②
昭
和
1
0年
6

月
3
0日
以
前
生
ま
れ
の
6
9歳
ま
で
の

方

③
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
ま
た
は
国
民
健
康
保
険
以
外

の
保
険
に
加
入
し
て
い
る
家
族
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
方

④
所
得
が
基
準

内
の
方
(
表
4
)

⑤
生
活
保
護
を

受
け
て
い
な
い
方

⑥
等
医
療
証
を

お
持
ち
で
な
い
方

自
己
負
担
額
=

▽
外
来
の
場
合
…
表
5

▽
入
院
の
場
合
…
表
6

※
都
内
の
医
療
機
関
(
一
部
適
用
除

外
あ
り
)
に
限
り
ま
す
。
都
外
の
医

療
機
関
に
か
か
っ
た
と
き
は
、
一
部

の
医
療
機
関
を
除
き
、

⑩
医
療
証
は
使
え
ま
せ

ん
。
従
来
ど
お
り
健
康

保
険
の
自
己
負
担
分
を

お
支
払
い
た
だ
き
ま
す

が
、
申
請
に
よ
り
、
後

日
、
⑥
医
療
助
成
制
度

の
自
己
負
担
金
を
除
い

た
額
が
戻
り
ま
す

問

先
=
高
齢
医
療
係

表4 所得基準表

※ 11年中の所得です
※ 扶養が1 人 増すごとに38万円加算さ
れます

※ 税の所得額の計算と多少異なります

表5 ⑩医療費一部負担額( 外来)

表6 騰医療費一部負担額(入院)

※ 差額ベッド代など、保険の効かない
ものは全額自己負担となります

老
人
保
健
一
部
負
担
金
の

減
免
認
定
の
更
新

現
在
お
使
い
の
、
入
院
時
・
外
来

薬
剤
一
部
負
担
金
、
入
院
食
事
負
担

金
(
標
準
負
担
額
)
、入
院
時
一
部
負

担
金
限
度
額
適
用
の
各
減
免
の
認
定

証
の
有
効
期
間
は
5
月
3
1日
で
終
了

し
ま
す
。
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
に

は
、
5
月
末
に
更
新
の
申
請
書
を
郵

送
し
ま
す
の
で
、
対
象
者
の
方
は
申

請
書
に
記
入
し
て
、
ご
返
送
く
だ
さ

い
。
該
当
者
に
は
、
6
月
以
降
に
新

し
い
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

問

先
=
高
齢
医
療
係

と
こ
と
ん
学
ぶ
!

お
酒
と
か
ら
だ
(
2
日
制
)

お
酒
と
体
の
関
係
に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
日
時
=

▽
1
日
目
・
:
5
月
2
3日
伽
、
午
後
1

時
3
0分
～
3
時
3
0分
(
採
血
は
午
後
1

時
3
0分
～
2
時
)
▽
2
日
目
・
:
5

月
3
1日
㈲
、
午
後
2
時
～
3
時
3
0分

内
容
=
血
液
検
査
と
講
義
/
検
査
結

果
の
説
明

定
員
=
3
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
血
液
検
査
料
は
実
費

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
中
央
本

町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

食
と
健
康
教
室
「
骨
こ
つ

生
き
い
き
」
(
2
日
制
)

骨
と
筋
肉
の
健
康
を
保
つ
た
め

に
、
効
率
の
良
い
食
事
と
運
動
方
法

を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。
日
時

=
5
月
3
0
日
㈲
・
6
月
4
日
㈲
、
い

ず
れ
も
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

内
容
=
▽
1
日
目
・
:カ
ル
シ
ウ
ム
を

効
率
良
く
と
る
食
生
活

▽
2
日
目

・
:骨
と
筋
肉
を
丈
夫
に
す
る
運
動

対
象
=
区
内
在
住
、
在
勤
の
方

定

員
=
3
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
無

料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=

東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄

養
係

　
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

糖
尿
病
予
防
教
室

糖
尿
病
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識

や
予
防
方
法
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
程
等
=
表
7

定
員
=
4
0人
(
先

着
順
)
費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
千
住
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表7 糖尿病予防教室日程

※ いずれも時間は、午後1時30分～3時30分

食
と
健
康
教
室

「
ス
リ
ム
で
ヘ
ル
シ
ー
に

ダ
イ
エ
ッ
ト
」
(
2
日
制
)

夏
に
向
け
て
、
体
脂
肪
を
減
ら
し

ま
せ
ん
か
。
日
時
=
5
月
2
2日
収
・
2
9

日
㈹
、
午
後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0

分

内
容
=
正
し
い
ダ
イ
エ
ッ
ト
の

た
め
の
食
生
活
/
自
宅
で
で
き
る
ダ

イ
エ
ッ
ト
体
操

定
員
=
2
5人
(
先

着
順
)
費
用
=
無
料

申
込
=
電

話

場
・
申
・
問
=
千
住
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

明
治
維
新
と
「
解
放
令
」

明
治
新
政
府
は
「
富
国
強
兵
」の
た

め
に
は
、封
建
的
な
制
度
を
廃
止
し
、

職
業
選
択
や
移
転
の
自
由
を
認
め
る

こ
と
に
よ
り
経
済
活
動
を
活
発
化
す

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
し
た
。

1
8
7
1

年
(
明
治
4
年
)
に
政

府
が
出
し
た
「
解
放
令
」
に
よ
り
、

同
和
地
区
の
人
々
は
こ
れ
ま
で
の
差

別
的
身
分
か
ら
、
制
度
上
は
解
放
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
単
に
法
律
上
の

身
分
制
度
廃
止
と
い
う
、
形
だ
け
の

も
の
で
し
た
。同
和
地
区
の
人
々
が
、

現
実
の
差
別
と
貧
困
か
ら
立
ち
直
る

た
め
に
必
要
な
施
策
は
伴
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
ば
か
り
か
、
1
8
7
2

年

(明
治
5
年
)
に
わ
が
国
で
初
め
て

作
ら
れ
た
全
国
的
な
戸
籍
で
あ
る
壬

申
戸
籍
に
は
、
廃
止
さ
れ
た
は
ず
の

旧
身
分
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
壬
申
戸
籍
は
、
昭
和
4
3年
に
法
務

省
が
公
開
を
停
止
す
る
ま
で
、
結
婚

や
就
職
の
際
身
元
調
査
に
悪
用
さ
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

○
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
同
和

対
策
へ
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ふ
れ
あ
い
ク
ッ
キ
ン
グ

知
っ
て
得
す
る
調
理
体
験
教
室
を

出
前
し
ま
す
。町
会
・
自
治
会
や
友

達
同
士
で
、
食
生
活
に
つ
い
て
食
生

活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
(
栄
養
改
善
推
進

員
)
と
楽
し
く
調
理
を
体
験
し
な
が

ら
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
場
所
=

相
談
に
よ
り
決
定

対
象
=
町

会
・
自
治
会
、
P
T
A
、
自
主
グ
ル

ー
プ
等

内
容
=
子
ど
も
、
青
年
、

壮
年
の
年
代
に
合
わ
せ
た
テ
ー
マ
で

行
い
ま
す

費
用
=
材
料
費
な
ど
実

費
負
担

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=

東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄

養
係

　
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

食
と
健
康
教
室

「
知
っ
て
得
す
る
食
物
繊
維
」
(
2
日
制
)

生
活
習
慣
病
予
防
に
効
果
が
あ
る

と
い
わ
れ
る
食
物
繊
維
に
つ
い
て
考

え
ま
し
ょ
う
。
日
時
=
5
月
2
3
日

伽
・
3
0
日
伽
、
い
ず
れ
も
午
後
1
時

3
0
分
～
3
時
3
0
分
内
容
=
適
量
の

食
物
繊
維
を
上
手
に
と
る
食
事
/
手

軽
に
で
き
る
簡
単
体
操

定
員
=
2
5

人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申

込
=
電
話

場
・
申
・
問
=
竹
の

塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄
養
係

(
3
8
5
5
)
4
1
6
6

健
や
か
親
子
育
児
教
室
(
夫
婦
参
加
)

「
遊
び
を
と
お
し
て

親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
」

日
時
=
6
月
2
日
倒
、
午
前
1
0
時
～

正
午
場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

対
象
=
5
～
8
ヵ
月
の
乳
児
を
も
つ

夫
婦

内
容
=
親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
遊
び
/
懇
談

定
員
=
5
0
組
(
先

着
順
)

※
夫
婦
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
足
立
保
健
所
母
子

保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

高
脂
血
症
予
防
教
室
(
2
日
制
)

健
康
診
断
な
ど
で
高
脂
血
症
(
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
)
に
要

注
意
と
言
わ
れ
た
方
の
た
め
の
教
室

で
す
。
日
時
=
5
月
2
8
日
㈲
・
6

月
4
日
㈲
、
い
ず
れ
も
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
定
員
=
5
0
人
(
先

着
順
)

内
容
=
検
査
結
果
の
見
方
/

医
師
の
話
/
改
善
の
方
法
と
実
践

費
用
=
無
料

場
・
申
・
問
先
=
竹

の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

慢
性
肝
炎
交
流
会
(
希
望
の
会
)

同
じ
悩
み
を
持
っ
た
方
々
が
情
報

交
換
、
交
流
す
る
会
で
す
。
日
時
=

6
月
4
日
、
午
後
1
時
3
0
分
～
3

時
3
0分

対
象
=
慢
性
肝
炎
の
方

場
・
問
先
=
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
地
域
保
健
係(

3
8
9
6
)
4
0
0
4

地
域
栄
養
士
講
習
会

「高
脂血
症
と
食
事・
最
新
情
報
」

栄
養
士
の
方
を
対
象
と
し
た
講
習

会
で
す
。
日
時
=
5
月
2
6
日
田
、

午
後
2
時
～
5
時
場
所
=
青
少
年

セ
ン
タ
ー

対
象
=
区
内
在
住
、
在

勤
の
栄
養
士

講
師
=
田
中
明
氏

(東
京
医
科
歯
科
大
学
病
院
医
師
)

定
員
=
8
0人
(
先
着
順
)

費
用
=

無
料

申
込
=
電
話

期
限
=
5

月
1
8

日

申
・
問
先
=
江
北
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

介
護
保
険

家
族
慰
労
金
の
支
給

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
せ

ず
に
家
族
の
方
が
、
介
護
を
行
っ
た

場
合
に
、
慰
労
金
を
支
出
し
ま
す
。

対
象
=
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
/

要
介
護
4
・
5
の
方
を
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
方
/
要
介
護
者
本
人
お

よ
び
介
護
し
て
い
る
家
族
の
方
の
世

帯
い
ず
れ
も
が
住
民
税
非
課
税
世
帯
/

要
介
護
認
定
後
1
年
間
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
方

(
7
日
以
内
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の

利
用
は
除
く
)
/

長
期
入
院
(
3
カ

月
以
上
)
の
場
合
は
そ
の
期
間
を
除

い
て
、
通
算
1
年
間
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
せ
ず
、
家
族
が
介
護
し
て
い
る
方

支
給
内
容
=
年
額
1
0万
円

申
請
受

付
=
6
月
か
ら

申
・
問
先
=
介
護

保
険
課
保
険
給
付
係

介
護
保
険

6
5歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険

6
5歳
以
上
の
方
(
第
1
号
被
保
険

者
)
の
介
護
保
険
料
は
、
住
ん
で
い

る
市
区
町
村
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。

足
立
区
の
場
合
、
保
険
料
の
基
準

額
は
、
区
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
総
費
用

の
う
ち
第
1
号
被
保
険
者
が
負
担
す

る
分
(
介
護
保
険
の
運
営
に
必
要
な

費
用
の
1
7
%
)
を
、
第
1
号
被
保
険

者
の
人
数
で
割
っ
た
も
の
で
、
3
万
8

千
6
0
0円(
年
額
)
に
な
り
ま
す
。

□
介
護
保
険
料
は
5

段
階
に
分
れ

て
い
ま
す

6
5歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料

は
、
ご
本
人
の
所
得
や
、
4
月
1
日

現
在
の
同
居
家
族
の
住
民
税
課
税
状

況
に
応
じ
て
5
段
階
に
分
れ
て
い
ま

す
(
表
8
)
。
そ
の
た
め
、収
入
申
告

の
し
な
お
し
な
ど
に
よ
っ
て
年
度
途

中
で
住
民
税
や
所
得
金
額
な
ど
に
変

更
が
あ
る
と
、
保
険
料
も
変
わ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

□
4
月
か
ら
6
月
ま
で
の
介
護
保
険

料
は
仮
計
算
で
す

保
険
料
の
算
定
基
礎
と
な
る
住
民

税
は
6
月
以
降
に
決
定
さ
れ
る
た

め
、
4
月
か
ら
6
月
ま
で
の
保
険
料

は
、
前
年
度
の
住
民
税
に
よ
り
暫
定

的
に
仮
計
算
し
て
い
ま
す
。
住
民
税

が
確
定
し
た
時
点
で
再
計
算
し
て
、

年
度
内
の
残
り
の
月
で
増
減
を
調
整

し
、
通
知
書
を
7
月
以
降
に
発
送
し

ま
す
。
年
金
か
ら
天
引
き
(
特
別
徴

収
)
さ
れ
る
方
は
、
原
則
と
し
て
1
0

月
・
1
2月
・
2
月
支
払
分
で
調
整
し

ま
す
。

□
9
月
ま
で
の
介
護
保
険
料
は
軽
減

さ
れ
て
い
ま
す

1
3年
度
保
険
料
の
う
ち
4
月
か
ら
9

月
ま
で
は
、
国
の
特
別
対
策
に
よ

り
本
来
の
保
険
料
の
半
額
に
軽
減
さ

れ
て
い
ま
す
。
1
0月
か
ら
は
本
来
の

保
険
料
額
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

□
6
5歳
に
な
っ
た
方
、
転
入
さ
れ
た

方
な
ど
の
介
護
保
険
料

保
険
料
は
、
区
外
か
ら
転
入
さ
れ

た
方
は
転
入
日
、
満
6
5歳
に
な
ら
れ

た
方
は
誕
生
日
の
前
日
の
属
す
る
月

か
ら
保
険
料
が
か
か
り
ま
す
。
区
外

転
出
さ
れ
た
方
な
ど
に
つ
い
て
は
そ

の
月
か
ら
保
険
料
は
か
か
り
ま
せ
ん

が
、
保
険
料
は
年
度
単
位
(
4
月
か

ら
翌
年
3
月
ま
で
)
で
計
算
す
る
た

め
、
転
出
さ
れ
た
月
ま
で
の
年
間
保

険
料
を
再
計
算
し
た
う
え
で
後
日
、

改
め
て
通
知
書
等
を
お
送
り
い
た
し

ま
す
。

今
年
4
月
1
日
以
降
に
6
5歳
に
な

っ
た
方
の
保
険
料
は
、
年
金
か
ら
の

天
引
き
(
特
別
徴
収
)
が
す
ぐ
に
で

き
な
い
た
め
、
来
年
9
月
ま
で
は
お

送
り
す
る
納
付
書
(
普
通
徴
収
)
で
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

便
利
な
口
座
振
替
制
度
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
(
口

座
振
替
用
紙
は
区
民
事
務
所
に
も
あ

り
ま
す
)
。

-

い
ず
れ
も
I

問
先
=
介
護
保
険
課
資
格
賦
課
係

表885 歳以上の方の介護保険料

介
護
保
険
施
設
で
食
費
が

減
額
さ
れ
て
い
る
方
へ

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
保

健
施
設
、
介
護
療
養
型
病
床
群
で
の

食
費
負
担
額
は
所
得
に
応
じ
て
減
額

さ
れ
ま
す
(
表
9
)

。

す
で
に
1
2
年
度
減

額
認
定
さ
れ
て
い

る
方
は
、
有
効
期

限
が
1
3
年
5

月
3
1

日
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で

、
6

月
末

ま
で
に
更
新
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い

(
5
月
下
旬
に
更

新
申
請
書
を
送
付

し
ま
す
)
。

問
先

―
介
護
保
険
課
保

険
給
付
係

表9 介護保険施設での食費負担額

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習

(
2
級
1
3
0
時
間
コ
ー
ス
)

日
程
等
=
表
1
0
対
象
=
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
と
し
て
働
く
意
志
の
あ
る
方

お
よ
び
既
に
働
い
て
い
る
方
で
、
講

習
期
間
中
全
日
を
と
お
し
て
受
講
で

き
る
区
内
在
、
在
勤
の
方

申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
職
業
、
電
話
番
号
、
生
年
月

日
、「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
受

講
希
望
」
と
明
記

※
2
団
体
の
う

ち
1
つ
の
み
応
募
。
複
数
応
募
や
往

復
(
ガ
キ
以
外
で
の
応
募
は
無
効

問
先
=
高
齢
計
画
課
計
画
推
進
係
　

(
3
8
8
0
)
5
2
6
4

表10 ホームヘルパー養成講習日程
住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
ま
ち
も
元
気
、わ
た
し
も
元
気
」

パ
ネ
ル
展
示
や
体
重
・
身
長
・
血

圧
等
の
計
測
、
健
康
相
談
を
行
い
ま

す
。こ
の
機
会

に
、
自
分
の
健

康
状
態
を
知

り
、
生
活
環
境

を
見
直
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
程
等
=
表
H

費
用
=
無
料

場
・
申
・
問
先
=

当
日
直
接
会

場
へ

表11 住区健康フェスティバル日程( 5 月)

ワ
ン
ポ
イン
ト

健
康
術

～姿勢を矯正しましょう～

姿勢のゆがみは、偏頭痛やけん怠感などを引き起
こしたり、関節に負担をかけたりと体に色々なトラ
ブルを起こします。前回は姿勢をチェックする方法
を紹介しました。今回からは、姿勢を矯正するため
のエクササイズを部位別に紹介していきます。

【首( 頚椎) のエクササイズ】

! ポイント1
仰向けに寝る
息をはきながら頭を床に押し付けるよ　
うにしてあごを引き、2～3秒保つ
ゆっくりと元に戻し、リラックス
※ 3～5回程度繰り返しましょう
! ポイント2
上体を起こして首回し( 前のみ。
後ろへは回さない)
※このエクササイズは、猫背気味
の人や肩こりがある人に特にお勧
めです

〈体育振興担当課 　3859―3422 協力: 生涯学習振興公社》

「
き
ら
り
一
票

ゆ
め
束
京
」
東
京
都
議
会
議
員
選
挙

投
票
日
=
6
月
2
4
日
脚
、
午
前
7
時
～

午
後
8
時

問
先
=
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局(

3
8
8
0
)
5
5
8
1



2001年( 平成13年) 5 月10日 あ だ ち 広 報 第1304号 ( 4)( 5)

区 政
モ

ニ タ ー

あなたの〝声"を区政に

区
を
魅
力
あ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
に
、
区
政
モ
ニ
タ
ー
と
し

て
皆
さ
ん
の
考
え
や
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

区
民
の
方
か
ら
よ
り
幅
広
く
ご
意
見
が
伺
え
る
よ
う
に
、
今

年
度
か
ら
モ
ニ
タ
ー
の
定
員
を
増
や
す
な
ど
制
度
を
見
直
し
ま

し
た
。

区
政
モ
ニ
タ
ー
制
度

区
政
運
営
の
方
向
性
や
問
題
点
な

ど
に
つ
い
て
、
区
民
の
中
か
ら
区
政

モ
ニ
タ
ー
と
な
っ
た
方
の
生
の
声
を

伺
い
、
各
施
策
の
計
画
立
案
に
い
か

す
と
と
も
に
、
区
政
に
対
す
る
関
心

や
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

区
政
モ
ニ
タ
ー
の
仕
事

アンケートの回答には

郵便ファク
ス

イ
ン タ ー

ネ ット

が利用できます

□
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答

年
間
6
回
程
度
(
予
定
)
お
願
い

す

る

、
区

政

に

関

す

る
ア

ン

ケ

ー
ト

に

回

答
し

て

い

た

だ

き
ま

す

。
ア
ン

ケ

ー

ト
の

結
果

は

報

告

書
と

し

て
ま

と

め

、
区

民
の

皆

さ

ん

に
も

ご

覧
い

た

だ

け

る

よ

う
、
区
内

各
図

書

館

な

t
。
・
i
―

』
4
1
!
1

丶
l
。
l
I
!

の

テ
ー

マ

は
「
広

報

活

動

に

つ

い

て
」

「
資

源

循
環

型

清

掃
事

業

の

展

開

を
め

ざ

し
て
」

「
自

転
車

利

用

環

境

づ
く

り
」

「
区

政

診

断
制

度

に

つ

い

て
」

で

し
た

・

そ
の

他

の

広
聴

業

務

区

政

全

般
に

つ

い
て

の

情

報

・

意

見

・
要

望

等
の

随

時

提

供
や
、

区

が

依

頼

す

る

広
聴

業

務
へ

の

協

力

を
し

て

い

た

だ

き
ま

す
。

図 アンケート回答の流れ

区

ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
願
い

区

政

モ

ニ

タ
ー郵

便
・
フ
ァ
ク
ス
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答

区
・
広
報
課報

告
書
の
作
成

区
政
モ
ニ
タ
ー
に
配
布

区
政
情
報
室
・
区
内
各
図
書
館
で
闘
覧
で
き
ま
す

報
告
書
は
、
区
政
運
営
の
参
考
資
料
と
な
り
ま
す

区
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
は

こ
ん
な
点
が
変
わ
り
ま
し
た

□
定
員
を
増
や
し
ま
す

区
政
モ
ニ
タ
ー
の
定
員
を
印
人
か

ら
訪
人
と
大
幅
に
増
や
し
ま
す
。
初

年
度
に
あ
た
る
1
3年
度
は
囲
人
を
募

集
し
ま
す
。
来
年
度
に
は
新
た
に
1
0
0

人
を
追
加
募
集
し
、
そ
の
後
、
毎
年

叨
人
ず
つ
入
れ
替
え
て
募
集
し
ま

す
。

□
任
期
は
2
年

K
政
モ
ニ
タ
ー
の
任
期
を
、こ
れ

ま
で
の
1
年
か
ら
2
年
(
1
3
年
度
に

つ
い
て
は
、6
月
1
日
～
1
5
年
3
月

3
1日
)
に
延
長
し
ま
す
。
よ
り
適
切

な
ご
意
見
を
伺
え
る
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

□
ア
ン
ヶ
I
ト
の
回
答
が
主
な
仕
事

に
な
り
ま
す

従
来
行
っ
て
い
た
「
連
絡
会
議
」を

改
め
、
区
政
モ
ニ
タ
ー
の
主
な
仕
事

を
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
で
の
回
答
に
し

ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、
昼
間
開
催
し

て
い
た
「
連
絡
会
議
」
へ
の
出
席
が

困
難
で
、
応
募
で
き
な
か
っ
た
方
も

参
加
し
や
す
い
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
方
法
か
選
べ

ま
す情

報
・
通
信
技
術
の
多
様
化
に
伴

い
、
郵
便
だ
け
で
行
っ
て
い
た
ア
ン

ケ
ー
ト
の
回
答
が
、
郵
便
・
フ
ァ
ク

ス
ー
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
3
つ
の
方

法
か
ら
選
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

区
政
モ
ニ
タ
ー
に
ご
応
募
く
だ
さ
い

現
在
、
ぼ
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
次
の
要
領
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

応
募
資
格
=
次
の
い
ず
れ
の
条
件
も

満
た
し
て
い
る
方
:
2
0
歳
以
上
の
方

(
1
3年
4
月
1
日
現
在
)
/

足
立
区

に
引
き
続
き
3
ヵ
月
以
上
居
住
し
て

い
る
方
(
日
本
語
が
で
き
る
外
国
人

の
方
を
含
む
)
/

都
内
の
地
方
公
共

団
体
の
職
員
で
な
い
方
/
過
去
2
年

間
に
区
政
モ
ニ
タ
ー
を
経
験
し
て
い

な
い
方

定
員
=
剏
人

謝
礼
I
ア

、・
j

―
l
l
j
i
p
I
}
。
'
u
_

申
込
=
5

月
1
7日
ま
で
に
、
電
話
で

応
募
用
紙
(
往
復
ハ
ガ
キ
)
を
請
求

※
区
政
モ
ニ
タ
ー
の
応
募
方
法
な
ど

は
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ァ
ク

ス
・
音
声
情
報
サ
ー
ビ
ス
で
も
ご
案

内
し
て
い
ま
す

区
政
モ
ニ
タ
ー
に

つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は

広
聴
相
談
係
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

( 代

国民生活基礎調査に
ご 協 力 を

5月中旬 から、r 国民生活 基礎調

査」を行います。この調査は、すべ

て の方が明るく 豐かに暮らす ため

に、保健・医療・福祉 一年金など、

みなさんの生活や健康の実態を明ら

かにすることを目的としています。

調査対象 世帯には、5 月中に調査

員が訪 問し て調 査票をお配りし ま

す。6 月7 日以降に再度お宅を訪問

し、調査項目についてお聞きしたう

えで。調査票を回収し ます。今回対

象となった世帯の一部には、7 月以

降に所 得等に闃する調査で改めて訪

問する場合があります。ご協力をお

願いします。 問先= 足立保健所医

薬衛生係 　3880 ―5362

5
月

21
日
～

27
日

春
の行

政
相
談
週
間

毎

日

の
暮

ら

し

の

中
で

、
国

な

ど

の

仕

事

に

対
し

、
苦

情
や

意

見

、
要

望

が

あ

り

ま
せ

ん

か

。

そ

の

よ

う
な

と

き

に
は

、
行

政

と

住

民

の

パ
イ

プ

役

と

し
て

、
総

務

大

臣

か

ら

委

嘱
さ

れ

た

『
行

政

相

談

委

員
(

表
―
)
」
が

相

談

に
応

じ

て

い

ま

す

。
相

談
費

用

―
無

料

※

な

お

、

相

談

は

次
の

と

こ

ろ

で
も

受

け

付

け

て

い

ま

す
▽

東

京

行

政
評

価

事

務

所
(

行
政

苦

情
1
1
0

番
)

(
3
2
1
3
)
1
1
0
0
　
　
　

砌
(
3
2
1
4
)
1
9
4
1

ホ

ー

ム

ペ

ー
ジ
ア

ド

レ
ス
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
o
u
m
u
.
g
o
j
p
/
k
a
n
s
a
t
u
/
s
o
d

黝『S

″ヨ

▽

東

京

総

合
行

政

相

談

所
(

西

武

百

貨

店

池

袋

店
7

階

、
休
業

日

を

除

く

毎

日

受

け
付

け
)

(
3
9
8
7
)
0
2
2
9

表1　 行政相談委員一覧5
月
1
2日
は

「民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

」

足
立

。区
で
は
、
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
跖
人
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
児

童
・
心
身
障
害
者
・
高
齢
者
福
祉
な

ど
に
関
し
て
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人

た
ち
の
良
き
相
談
相
手
と
し
て
、
助

言
・
援
助
を
し
て
い
ま
す
。
個
人
の

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
氏
名
、
担
当
地
域

な
ど
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

問
先
=
民
生
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

区
立
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
の

学
校
公
開
を
行
い
ま
す

期
間
1
6
月
H
日
～
1
5
日
時
間
=

▽
小
学
校
・・・
午
前
9

時
部
分
～
正

午
、
午
後
1
時
匐
分
～
3
時

▽
中
学
校
…
午
前
9
時
3
0
分
～
正

午
、午
後
1
時
3
0
～
5
時

学
校
の
事
情
に
よ
り
、
十
分
な
学

校
公
開
が
で
き
な
い
日
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
公
開
期
間
中
に
公
開
で

き
な
い
日
や
学
校
説
明
会
日
時
が
各

校
で
異
な
り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
く

は
表
2
・
3
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。1
0

月
の
第
2
回
学
校
公
開
は
、
あ
だ
ち

広
報
9
月
1
0日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

問
先
=
学
務
課
就
学
係

(
3
8
8
0
)
5
9
6
9

表2　 各中学校の説明会・非公開日等一覧

表3　 各小学絞の説明会・非公開日等一覧

学

校

ア

ル

バ

厶

千 寿 本 町 小学 校
千佳3- 30

【
地
域
を
見
つ
め
、
と
も
に
育
つ
】

①
創
立
か
ら
1
0年

千
寿
第
一
小
と
千
寿
旭
小
が
統
合

し
て
千
寿
本
町
小
に
な
り
、1
0年
が

経
ち
ま
し
た
。
昨
年
1
1
月
1
8日
に

は
、1
0周
年
記
念
の
会
を
地
域
の
方

々
と
行
い
ま
し
た
。
地
域
や
児
童
の

様
々
な
思
い
を
大
切
に
し
て
。
さ
ら

に

「
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く

り
」
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

②
地
域
を
大
切
に

歴
史
と
文
化
・
商
業
の
ま
ち
・
千

住
に
は
様
々
な
文
化
施
設
や
歴
史
的

行
事
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
「
総
合
的

な
学
習
の
時
問
」
を
使
い
、
過
去
・

現
在
・
未
来
の
千
住
を
探
険
し
ま
し

た
。
児
童
は
、
今
ま
で
以
上
に
千
住

の
ま
ち
を
大
切
に
思
う
心
が
育
っ
て

い
ま
す
。

□
高
田
昌
明
校
長
か
ら

地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
1
0年
。
人

問
に
例
え
れ
ば
、
ま
だ
小
学
生
で

す
。
こ
れ
か
ら
立
派
な
人
間
に
な
る

よ
う
、
地
域
と
と
も
に
学
ん
で
い

き
、
と
も
に
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

児
童
も
楽
し
く
祝
っ
た

10
周
年

地
域
の
方
と
と
も
に
清
掃

活
動

第十 六中 学 校
千住旭町38- 1

【
積
極
的
に
地
城
と
関
わ
る
】

①
一
。W
o
r
k
・
J
(

ワ
ー
ク
ー
ジ

ェ
イ
)
」

本
校
の

「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
に
お
け
る
活
動
の
名
称
で
す
。

積
極
的
に
地
域
の
方
々
と
関
わ
り
、

地
域
社
会
や
自
然
環
境
に
つ
い
て
の

調
査
を
し
た
り
、
伝
統
文
化
を
教
え

て
い
た
だ
い
た
り
と
、
と
て
も
有
意

義
な
学
習
を
し
て
い
ま
す
。

②
「
ア
ル
ミ
会
」

生
徒
の
自
発
的
な
意
志
に
よ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
全
校
や
地

域
に
ア
ル
ミ
缶
回
収
を
呼
び
か
け
、

自
ら
リ
ヤ
カ
ー
を
引
き
、
空
き
缶
を

回
収
し
ま
し
た
。
収
益
金
で
車
い
す

を
購
入
し
、
地
域
の
福
祉
施
設
へ
寄

贈
し
ま
し
た
。
贈
呈
式
も
生
徒
た
ち

の
f
で
企
画
し
、
気
持
ち
の
こ
も
っ

た
温
か
い
雰
囲
気
で
行
い
ま
し
た
。

□
高
橋
和
夫
校
長
か
ら

第
十
六
中
の
生
徒
は
、
勤
勉
で
礼

儀
正
し
く
節
度
あ
る
行
動
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
は
、
地
域
・
保
護
者
・
学
校

が
一
体
と
な
っ
て
、
生
徒
を
育
て
て

き
た
成
果
の
表
れ
で
す
。
こ
の
伝
統

が
、
第
卜
六
中
を
支
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
方
と
と
も
に
「神
田

囃
子
」(
W
o
r
k
・
J
発
表

会
)

車
い
す
の
贈
呈
式
で
演
奏

す
る
吹
奏
楽
部

「本庁舎跡地の開

発・整備に関する事

業プロポーザル」の
スケジュール変更

こ
の
事
業
は
、
第
一
次
入
選
4
案

が
決
定
し
、
あ
だ
ち
広
報
で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
。
当
初
、1
2年
度
中
に

最
優
秀
案
を
決
定
す
る
予
定
で
し
た

が
、(
仮
)
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の

施
設
内
容
の
再
検
討
な
ど
の
た
め
、6

月
中
旬
か
ら
第
二
次
審
査
を
開
始

し
、
最
優
秀
案
の
決
定
は
1
3年
秋
に

な
り
ま
し
た
。
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
先
=

企
画
課
企
画
調
整

(
3
8
8
0
)
5
8
1
1

生
涯
学
習
施
設
使
用
科
を

改
定
し
ま
し
た

□
施
設
使
用
料
の
改
定

4
月
1
日
か
ら
施
設
使
用
料
を
、

こ
れ
ま
で
の
料
金
を
上
限
と
し
、
各

施
設
ご
と
に
面
積
に
応
じ
た
割
合
に

改
定
し
ま
し
た
。
く
わ
し
く
は
各
セ

ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

・
登
録
団
体
の
免
除
制
度
の
廃
止

公
平
性
と
受
益
者
負
担
の
原
則
に

立
ち
、
1
0月
1
日
以
降
の
申
請
分
か

ら
登
録
団
体
の
施
設
使
用
料
免
除
制

度
を
廃
止
し
ま
す
。
た
だ
し
、
激
変

緩
和
措
置
と
し
て
、
1
6年
9
月
ま
で

の
3
年
間
は
当
該
施
設
使
用
料
の
半

額
を
減
額
し
ま
す
。

-

い
ず
れ
も
I

対
象
=
各
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
/
青

少
年
セ
ン
タ
ー
/
女
性
総
合
セ
ン
タ

ー

問
先
―
教
育
総
務
課
庶
務
係

(
3
8
8
0
)
5
9
6
1

ま
た
は
各
セ
ン
タ
ー

友
好
都
市
鹿
沼
市

「
さ
つ
き
と
清
流
の
ま
ち
鹿
沼
」

鹿
沼
市
は
春
か
ら
夏
に
か
け
て

「
さ
つ

き
祭

り
」
や
「
花
火
大

会
」
、
秋
に
は
彫
刻
屋
台
が
繰
り
出

す

「
秋
祭
り
」
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま

す
。
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
首
都

圏
か
ら
叨
㎞
以
内
と
い
う
立
地
で

す
。
こ
れ
か
ら
の
行
楽
に
訪
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

□
主
な
観
光
イ
ベ
ン
ト

▽
さ
つ
き
マ
ラ
ソ
ン
・
:
5
月
1
3
日
黼

▽
花
火
大
会
・
:
5
月
2
6
日
出
▽
さ

つ
き
祭
り
・
:
5
月
2
6
日
～
6
月
4
日
　

▽
生
子
神
社
泣
き
相
撲
・
:
9
月
2
3

日
鬪

▽
秋
祭
り
・・・
1
0月
1
3日
出
・
1
4
H

鬪

問
先
=
区
・
都
市
提
携
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
7

ま
た
は
鹿
沼
市
商
工
観
光
課

0
2
8
9
(
6
3
)
2
1
8
8
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く
ら
し
の
情
報

▽
8
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
5
月
‥川
日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
・
:申
し
込
み
方
法

期
限
・
:申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
・
:場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

国
保
・
税
・
年
金

該
当
し
て
い
ま
せ
ん
か
?

退
職
者
医
療
制
度

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

て
、
退
職
者
医
療
制
度
に
該
当
す
る

と
、
病
院
等
に
支
払
う
自
己
負
担
金

が
表
I
の
と
お
り
安
く
な
り
ま
す
。

※
旬
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
で
も
、

該
当
す
る
場
合
は
、
切
り
替
え
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

対
象
=
①

老
齢
ま
た
は
退
職
を
事
由
と
す
る
厚

生
年
金
、共
済
年
金
な
ど
(
国
民
年
金

は
除
く
)
を

受
給
し
て
い

る
7
0歳
未
満

の
方
で
、
年

金
加
入
期
間

が
2
0年
以
上

ま
た
は
4
0歳

以
降
1
0年
以

上
あ
る
方

②
「
①
」
と
同
様
に
加

入
し
受
給
権
は
あ
る
が
、
障
害
・
遺

族
年
金
を
選
択
し
受
給
し
て
い
る
方

③
「
①
」『
②
』
の
扶
養
家
族
の
方

※
①
嵒
③
と
も
老
人
保
健
法
該
当
者

は
除
く

申
込
=
年
金
証
書
(
老
齢
・

退
職
年
金
の
証
書
で
被
保
険
者
期
間

の
記
載
が
あ
る
も
の
)
、国
民
健
康
保

険
証
を
窓
口
に
持
参

※
年
金
証
書

が
届
い
て
か
ら
、
1
4日
以
内
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い

申
先
=
国
民

健
康
保
険
課
ま
た
は
各
区
民
事
務
所

問
先
=
国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課

係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

表1 自己負担金

※ 保 険料は変わりません

便
利
で
安
心
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

〔
特
別
区
民
税
・
都
民
税
、
国
民

健
康
保
険
料
、
国
民
年
金
保
険
〕

口
座
振
替
に
す
れ
ば
、
各
納
期
ご

と
に
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と

さ
れ
る
た
め
、便
利
で
安
心
で
す
。

申
込
=
窓
口
に
預
(
貯
)
金
通
帳
、

通
帳
印
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
書
を
持

参

申
先
=
預
(
貯
)
金
口
座
の
あ

る
金
融
機
関
(
郵
便
局
を
含
む
)
、ま

た
は
区
担
当
窓
口
、
各
区
民
事
務
所

問
先
=

▽
特
別
区
民
税
・
都
民
税
…

納
税
課
収
納
係

▽
国
民
健
康
保
険

琴
:
国
民
健
康
保
険
課
収
納
管
理
係

▽
国
民
年
金
保
険
料
…
国
民
年
金
課

保
険
料
係

軽
自
動
車
税
の
納
税
は

5
月
3
1日
ま
で
に

4
月
1
日
現
在
、
バ
イ
ク
や
軽
自

動
車
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
方
に
、
1
3

年
度
の
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
。
お
早
め
に
お
近
く

の
銀
行
、
郵
便
局
お
よ
び
区
役
所
、

区
民
事
務
所
の
窓
口
で
納
め
て
く
だ

さ
い
。
期
限
=
5

月
3
1日

問
先
=

軽
自
動
車
税
係

(
3
8
8
0
)
5
8
4
8

会
社
員
や
公
務
員
の

配
偶
者
の
方
へ

厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
者
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の
方
で
、
表
2

に
該
当
す
る
方
は
区
民
事
務
所
ま
た

は
国
民
年
金
課
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
問
先
=
国
民
年
金
課
適

用
係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
4
3

表2 届け出確認一覧

※ 第3 号被保険者の該当期間は、保険料を納付する必要はありません

生
活
環
境

住
居
表
示
板
の

実
態
調
査
を
行
い
ま
す

住
居
表
示
実
施
済
の
区
域
で
、
街

区
表
示
板
と
家
屋
の
玄
関
な
ど
に
取

り
付
け
て
あ
る
町
名
・
住
居
番
号
表

示
板
(
緑
色
の
ア
ル
ミ
板
)
の
破
損
・

紛
失
等
に
つ
い
て
実
態
調
査
を
行
い

ま
す
。
調
査
は
7
月
下
旬
ま
で
の
予

定
で
、
区
の
腕
章
を
付
け
た
委
託
業

者
が
行
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
区
域
=
江
北
一
丁
目
～

七
丁
目

問
先
見
尸
籍
住
民
課
住
居

表
示入

居
者
募
集

□
区
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
(
高
齢
者
集
合

住
宅
)
単
身
者
用

募
集
お
よ
び
申
込
用
紙
配
布
期
間
=

5
月
2
9
日
～
6
月
5
日
(
土
・
日
曜

日
は
除
く
)
対
象
=
6
5歳
以
上

□
都
営
・
区
営
住
宅
(
家
族
向
け
)

募
集
お
よ
び
申
込
用
紙
配
布
期
間
=

5
月
2
4
日
～
3
1
日
(
土
・
日
曜
日
は

除
く
)

-

い
ず
れ
も
I

申
込
用
紙
配
布
場
所
=
住
宅
管
理

係
、
各
区
民
事
務
所
(
予
定
枚
数
に

達
し
次
第
配
付
終
了
)

※
く
わ
し

く
は
、
申
込
用
紙
(
申
し
込
み
の
し

お
り
)
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
先
=

住
宅
管
理
係(

3
8
8
0
)
5
9
3
8

水
洗
化
が
可
能
に

な
り
ま
し
た

次
の
地
域
の
水
洗
化
か
可
能
に
な

り
ま
し
た
。こ
の
地
域
に
お
住
ま
い

の
方
は
、
3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事

を
し
て
く
だ
さ
い
。
一
部
告
示
区

域
=
堀
の
内
一
丁
目
7
、
9
～
H

共
用
開
始
月
日
=
4
月
3
日

問
先
=

下
水
道
局
北
部
第
二
管
理
事
務
所

業
務
課

(
5
6
9
7
)
2
4
5
2

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制

度
が
あ
り
ま
す

問
先
=
計
画
調
整

課
計
画

(
3
8
8
0
)
5
9
0
4

中
小
企
業
事
業
者
の
方
へ

□
信
用
保
証
料
補
助
金
に
上
限
が
設

け
ら
れ
ま
し
た

足
立
区
中
小
企
業
融
資
の
信
用
保

証
料
は
、
4
月
受
け
付
け
分
か
ら
補

助
限
度
額
が
2
0万
円
と
な
り
ま
し

た
。
問
先
=
産
業
振
興
課
融
資
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
3

□
マ
ル
経
融
資
利
用
の
方
へ
利
子
補

給
が
始
ま
り
ま
し
た

小
企
業
等
経
営
改
善
資
金
(
マ
ル

経
融
資
)
は
、
小
規
模
事
業
者
等
の

方
を
対
象
と
し
た
無
担
保
・
無
保
証

人
で
、
商
工
会
議
所
の
推
薦
に
基
づ

き
融
資
さ
れ
る
国
民
生
活
金
融
公
庫

の
融
資
で
す
。
区
で
は
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
利
用
者
の
方
に
、
4
月
1

日
商
工
会
議
所
受
け
付
け
分
か
ら

支
払
利
子
の
一
部
を
利
子
補
給
し
ま

す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
問
先
=
商
工
会
議
所
足

立
支
部

(
3
8
8
1
)
9
2
0
0

ま
た
は
区
・
融
資
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
3

燃
え
な
い
建
物
を
建
て
る

方
に
助
成
し
ま
す

区
で
は
、「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
」
の
一
環
と
し
て
、
大
地
震
時
の

火
災
に
対
し
安
全
な
「
避
難
路
」
や

「
延
焼
遮
断
帯
」
を
整
備
す
る
た
め
、

都
市
防
災
不
燃
化
促
進
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
不
燃
化

促
進
区
域
内

〔
放
射
H
号
線
(
荒
川

以
北
の
尾
久
橋
通
り
)
の
道
路
の
両

側
か
ら
お
お
む
ね
3
0
m
以
内
〕
で
事

業
実
施
期
間
中
、
一
定
の
基
準
に
合

っ
た
不
燃
建
築
物
を
建
て
る
方
に
工

事
費
の
一
部
を
助
成
し
、
建
物
の
不

燃
化
を
促
進
す
る
も
の
で
す
。
こ
の

区
域
内
で
建
物
を
建
て
よ
う
と
お
考

え
の
方
は
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
な
お
、
建
築
工
事
着
手
ま
で
に

助
成
申
請
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。
期
間
=
1
8

年
3
月
3
1日
ま
で

※
く
わ
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問

先
=
建
築
防
災

高
野
土
地
区
画
整
理
事
業
の

事
業
計
画
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

名
称
=
惠
只
都
市
計
画
事
業
高
野
土

地
区
画
整
理
事
業

施
行
者
=
足
立

区

施
行
地
区
=
江
北
一
丁
目
、
扇

二
丁
目
の
各
一
部

期
間
=
4
年
1

月
2
0日
～
1
9年
3
月
3
1日

事
務
所

所
在
地
=
中
央
本
町
I
-
1
7
-
I区

画
整
理
課

計
画
決
定
日
=
4
年
1

月
2
0日

計
画
変
更
決
定
日
=
1
3年
4

月
1
0日

問
先
=
区
画
整
理
課
計

画
係
(
3
8
8
0
)
5
9
2
7

生
け
垣
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

区
で
は

〝ま
ち
の
み
ど
り
〟
づ
く

り
の
た
め
に
、
生
け
垣
な
ど
道
路
に

面
し
た
箇
所
で
の
緑
化
工
事
に
助
成

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

地
震
な
ど
の
災
害
時
に
危
険
な
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
、
生
け
垣
に
つ
く

り
か
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
既
存
塀
の

撤
去
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て
も
助

成
金
を
交
付
し
ま
す
。
問
先
=
み

ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
係

都
市
計
画
の
案
を

縦
覧
し
ま
す

東
京
都
市
計
画
駐
車
場
足
立
第
二

号
青
井
駅
自
転
車
駐
車
場
(
足
立
区

決
定
)
の
変
更
を
縦
覧
し
ま
す
。
関

係
の
あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
中
、
区

長
に
対
し
て
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
区
域
=
青
井
三

丁
目
地
内
期
間
=
5
月
1
1
日
～
2
5

日

場
・
問
先
=
都
市
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
2

足
立
の
花
火
入
会
協
賛
金
募
集

今
年
は
7
月
2
6日

に
行
わ
れ
ま

す
。
1
万
発
の
花
火
に
ご
期
待
く
だ

さ
い
。

□
個
人
協
賛
金
を
募
集
し
ま
す

足
立
区
観
光
協
会
で
は
、
毎
年
5
0

万
人
以
上
を
集
め
て
開
催
さ
れ
る
花

火
大
会
を
、
財
政
的
に
支
援
し
て
い

た
だ
け
る
区
民
の
方
か
ら
の
協
賛
金

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
期
間
=
5

月
1
0日
～
6
月
1
4日

協
賛
金
=
1

日
5
千
円

※
何
口
で
も
結
構
で
す

申
込
=
①
窓
口
持
参

②
郵
便
振

替
…
所
定
の
郵
便
振
替
用
紙
を
郵
送

し
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
(振
替
手
数
料
は
協
会
負
担
)

③
現
金
書
留
・
:現
金
書
留
用
封
筒
の

表
に

『花
火
大
会
協
賛
金
』
と
朱
書

き
し
て
観
光
協
会
ま
で
送
付

④
銀

行
振
込
・
:観
光
協
会
名
義
の
富
士
銀

行
に
振
り
込
み
(
振
込
手
数
料
は
振

込
者
負
担
と
な
り
ま
す
)

協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
方
に
は
大

会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
氏
名
の
掲
載
を
し

ま
す
。
た
だ
し
、
口
数
に
か
か
わ
ら

ず
掲
載
サ
イ
ズ
は
同
じ
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
観
光
協
会
会
員
席
券
の

配
布
を
行
い
ま
す
(
I

囗
2
枚
)
。

申
・
問
先
=
足
立
区
観
光
協
会
(
産

業
振
興
課
内
)(

3
8
8
0
)
5
8
5
3

消
費
生
活
の
問
題
を

勉
強
す
る
方
へ

講
師
を
派
遣
し
ま
す

対
象
―
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
を
中

心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
・
団
体
(
2
0人

以
上
)
内
容
=
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル

ス
・
訪
問
販
売
な
ど
悪
質
商
法
の
手

口
と
予
防
ま
た
は
皆
さ
ん
が
関
心
の

あ
る
消
費
生
活
問
題
で
セ
ン
タ
ー
が

認
め
る
も
の
申
込
=
開
催
日
時

(
平
日
午
前
1
0
時
～
午
後
5
時
)
・
場

所
・
内
容
決
定
後
電
話
(
セ
ン
タ
ー

承
諾
後
、申
請
書
を
提
出
)

※
開
催

場
所
は
申
請
者
で
用
意
し
て
く
だ
さ

い
。
講
師
費
用
は
消
費
者
セ
ン
タ
ー

が
負
担
し
ま
す
(
限
度
額
あ
り
)

申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
し
て
!

空
き
び
ん
を
資
源
回
収
に
出
す
と

き
、「
キ
ャ
ッ
プ
」
を
は
ず
し
て
い
ま

す
か
。

回
収
さ
れ
た
空
き
び
ん
は
溶
か
さ

れ
、
新
し
い
び
ん
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
ま
す
。「
キ
ャ
ッ
プ
」
が
混
ざ
っ
て

い
る
と
、リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、「
キ
ャ
ッ
プ
」を
取
り
除
く
た

め
に
は
、
多
額
の
費
用
が
か
か
り
ま

す
。「
キ
ャ
ッ
プ
」
は
、
必
ず
は
ず
し

て

『
不
燃
ご
み
』
で
出
し
て
く
だ
さ

い
。
中
身
を
軽
く
す
す
ぐ
こ
と
も
忘

れ
ず
に
。

ビ
ー
ル
び
ん
、
一
升
び
ん
な
ど
の

繰
り
返
し
使
え
る
び
ん
は
、
買
っ
た

お
店
に
返
し
て
く
だ
さ
い
。
問
先
=

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
計
画
調
整

(
3
8
8
0
)
5
8
6
1

ま
た
は
清
掃
課
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
8
1
3
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催
し
物
ガ
イ
ド

ア
ト
リ
ウ
ム

コ
ン
サ
ー
ト

日
時
=
5
月
1
8
日
面
、
午
後
O
時
2
5

分
～
1
時
場
所
=
区
役
所
I
階
口

ビ
ー

曲
目
=
日
本
民
謡
集
、
秋
の

言
の
葉
、
と
も
だ
ち
、
月
の
砂
漠
、

森
の
小
人

演
奏
=
足
立
区
三
曲
協

会

申
・
問
先
=
文
化
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

第
3
5回
足
立
区
展

入
選
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
入

場
無
料
。
日
程
=
▽
洋
画
・
彫
刻

(
一
般
)
…
5
月
2
2
日
～
2
7
日
▽
書

道
・
写
真
(
一
般
)
・
:
5
月
3
0
日
～

6
月
3
日
▽
書
道
(
少
年
)
…
6

月
6
日
～
1
0
日
▽
平
面
・
立
体

(
少
年
)
・
:
6
月
1
3
日
～
1
7
日
、
時
間

は
い
ず
れ
も
午
前
1
0時
～
午
後
5
時

(洋
画
・
彫
刻
の
最
終
日
は
午
後
1
時

ま
で
)

場
所
=
子
ど
も
科
学
館
イ

ベ
ン
ト
ホ
ー
'ル

問
先
=
文
化
振

興
係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

第
3
回
「
美
遊
展
」

足
立
区
文
化
団
体
連
合
会
加
盟
団

体
に
よ
る
合
同
の
展
示
を
行
い
ま

す
。
日
程
等
=
▽
前
期
(
写
真
・
短

歌
・
盆
景
・
園
芸
)
…
5
月
2
4
日
～

2
9
日
▽
後
期
(
い
け
ぱ
な
、
俳
画
、

さ
つ
き
、
陶
芸
)
…
5
月
3
0
日
～
6

月
5
日
、
い
ず
れ
も
時
間
は
午
前
1
0

時
～
午
後
6
時
(
前
後
期
と
も
最
終

日
は
午
後
5
時
ま
で
)

場
所
=
区

役
所
I
階
ロ
ビ
ー

費
用
=
無
料

問
先
=
文
化
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

文
団
連
セ
ミ
ナ
ー

足
立
区
文
化
団
体
連
合
会
加
盟
団

体
に
よ
る
舞
台
部
門
の
セ
ミ
ナ
ー
で

す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
見
直
そ
う

ふ
る
さ
と
あ
だ
ち
」で
す
。
日
時
1
5

月
2
7日
向
、
午
後
2
時
～
4
時

場
所
=
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
=
大
正

琴
、
舞
踊
芸
能
、
謡
曲
、
民
舞
(
出

演
順
)

費
用
=
無
料

申
・
問
先
=

文
化
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

お
ば
け
や
し
き

日
時
=
5
月
2
5
日
面
、
午
後
3
時
～

4
時
3
0
分
/
2
6
日
倒
、
午
前
1
0
時
3
0

分
～
1
1
一
時
3
0
分
・
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
3
0分

場
所
=
西
保
木
間
児
童

館

対
象
=
幼
児
と
保
護
者
、
小
学

生
以
上

費
用
=
無
料

問
先
=
西

保
木
間
児
童
館(

3
8
8
4
)
1
1
1
4

「
花
の
栽
培
講
習
会
」

参
加
者
募
集

「
あ
し
た
の
足
立
を
つ
く
る
区
民

協
議
会
」
で
は
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動

の
一
環
と
し
て
、
花
の
栽
培
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。
日
時
=
5
月
2
9

日
㈹
、
午
後
2
時
～
4
時
場
所
=

都
市
農
業
公
園

内
容
=
夏
・
秋
用

苗
の
育
て
方
の
講
演
、
ク
ジ
ャ
ク
草

な
ど
の
植
え
方
の
実
演
(
鉢
植
え
は

持
ち
帰
り
可
)

対
象
=
区
内
在
住
・

在
勤
の
方

定
員
-
5
0
人
(
先
着
順
)

費
用
=
5
0
0円

申
込
=
電
話

申
・

問
先
=
地
域
支
援
課
地
域
支
援

(
3
8
8
0
)
5
8
5
6

「
花
だ
よ
り
」

原
画
展
開
催

「
あ
だ
ち
広
報
」
に
掲
載
し
た
作
品

の
ほ
か
、
四
季
折
々
の
草
花
の
絵
も

展
示
し
ま
す
。
期
間
=
5
月
1
4
日
～

1
8日

※
毎
日
正
午
か
ら
原
画
を

印
刷
し
た
絵
(
ガ
キ
を
先
着
1
0
0人
に

プ
レ
ゼ
ン
ト

場
所
=
区
役
所
I
階

ロ
ビ
ー

問
先
=
広
報
係

(
3
8
8
0
)
5
8
1
5

生
ご
みリ

サ
イ
ク
ル
講
座

日
時
=
6
月
7
日
團
、
午
後
1
時
3
0

分
～
4
時
内
容
=
あ
な
た
に
も
で

き
る
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
の
肥
料
作

り
/
簡
易
容
器
や
コ
ン
ポ
ス
ト
化
容

器
を
使
っ
て
の
実
践

講
師
=
蓮
沼

浩
子
氏
(
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
・
板
橋
)

定
員
=
3
5
人
(

抽
選
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
講
座
希
望

と
明
記

期
限
=
5
月
2
0日
消
印
有

効

申
・
問
先
=
あ
だ
ち
再
生
館

〒
1
2
0・0
0
1
1

中
央
本
町
2
1
9
-
1

　
(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

あ
だ
ち
再
生
館

「
見
学
&
体
験
コ
ー
ス
」

楽
し
み
な
が
ら
ご
み
や
リ
サ
イ
ク

ル
に
つ
い
て
学
べ
ま
す
。
内
容
―

表
3

申
・
問
先
=
あ
だ
ち
再
生
館

(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

表3 あだち再生館「見学& 体験コース」

め
ざ
せ
子
ど
も
一
茶

※
「
俳
句
の
ひ
ろ
ば
℡
」
か
ら
紹
介
。
学
年
は
発
表
当
時
の
も
の

三
色
の
親
子
で
泳
ぐ
こ
い
の
ぽ
り

綾
瀬
小
学
校
6
年

金
平

彩
加

登
校
の
生
徒
を
見
送
る
雀
の
子第

九
中
学
校
2
年

大
塚

崇
晃

ク
ラ
ス
中
仲
良
く
な

う
て
山
笑
う

第
十
六
中
学
校
2
年

及
川

真
代

⑥
田
植
え
す
る
田
ん
ぼ
の
泥
の
あ
た
た
か
さ

西
新
井
中
学
校
3
年

杉
浦

強
志

石
庭
を
優
し
く
包
む
春
の
風

花
保
中
学
校
3
年

平
山

智
美

《
評
‥⑥
の
つ
い
た
句
》

水
の
底
の
泥
は
冷
た
い
も
の
。
そ
の
泥
に
あ
た
た
か
さ
を
感
じ
る
ほ
ど
温

度
が
あ
が
っ
て
く
る
と
稲
の
苗
を
植
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
泥
の
あ
た
た
か

さ
は
、
裸
足
で
感
じ
る
の
が
本
当
。

炎
天
寺
住
職

吉
野

孟
彦

図
書
な
ど
の

未
返
却
に

困
っ
て
い
ま
す

《
借
り
た
本
は
期
限
内
に
》

図
書
館
で
は
、
貸
し
出
さ
れ
て
い

る
図
書
等
の
資
料
が
期
限
を
過
ぎ
て

も
返
却
さ
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、
大

変
困
っ
て
い
ま
す
。
中
に
は
I
ヵ
月

以
上
期
限
が
切
れ
て
い
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

特
に
予
約
が
多
数
あ
る
図
書
や
、

区
内
に
一
冊
し
か
な
い
図
書
な
ど

は
、
次
の
利
用
を
待
っ
て
い
る
方
に

長
期
間
提
供
で
き
ず
、
迷
惑
を
か
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
区
内
の
図
書
館

に
所
蔵
が
な
い
と
き
は
、
他
区
や
都

立
図
書
館
か
ら
取
り
寄
せ
て
貸
し
出

し
て
い
ま
す
。
そ
の
図
書
の
返
却
が

遅
れ
る
と
、
借
り
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

貸
出
期
限
が
守
ら
れ
な
い
こ
と

が
、
図
書
館
で
は
効
率
的
な
資
料
の

活
用
を
妨
げ
て
い
ま
す
。

期
限
切
れ
を
で
き
る
限
り
な
く
す

た
め
、
期
限
が
過
ぎ
た
図
書
な
ど
が

あ
る
場
合
、
新
た
な
貸
し
出
し
を
一

時
停
止
し
、
速
や
か
な
資
料
の
返
却

を
求
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

う
っ
か
り
返
却
を
忘
れ
て
い
ま
せ

ん
か
。
準
備
が
整
い
次
第
「
貸
し
出

し
の
一
時
停
止
」
を
行
い
ま
す
。円

滑
な
図
書
館
運
営
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
問
先
=
中
央
図
書
館

(
5
8
1
3
)
3
7
4
0

掲
示
板

労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付
は
お

早
め
に

1
3年
度
の
労
働
保
険
料
(
雇
用
保

険
料
と
労
災
保
険
料
)
の
申
告
・
納

付
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
す
で
に

送
付
さ
れ
て
い
る
申
告
書
を
作
成
の

う
え
、
保
険
料
を
添
え
て
5
月
9
1一日

㈲
ま
で
に
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
ま

た
は
郵
便
局
へ
申
告
・
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。
問
先
=
東
京
労
働
局
労

働
保
険
徴
収
部
適
用
課

(
3
8
1
8
)
8
2
3

八
3

新
規
学
卒
者
募
集
の
た
め
の
事
業

主
説
明
会

日
時
=
6
月
5
日
㈹
、
午
後
2
時
～
4

時
1
5分

場
所
=
ム
ー
ブ
町
屋
ム

ー
ブ
ホ
ー
ル
(
荒
川
区
荒
川
7
-
5
0
-
9
)

問
先
=
(

ロ
ー
ワ
ー
ク
足

立
(
足
立
公
共
職
業
安
定
所
)
事
業

所
第
二
部
門(

3
8
7
0
)
8
6
0
9
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

日
時
=
5
月
1
9日
・
2
6日
、
6
月
2

日
・
9
日
、
午
後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0

分

対
象
=
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
方

内
容
=
車
い
す
の
操
作
、
食
事
の
介

助
な
ど

場
・
中
・
問
先
=
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
足
立
新
生
苑

(
3
8
8
3
)
7
9
4
6
　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
(
2

級
課
程
・
夜
間
コ
ー
ス
)

日
時
=
6
月
1
日
～
8
月
1
0
日

申
・
問
先
=
医
療
法
人
社
団
福
寿
会

(
5
6
8
1
)
5
0
0
7

公
認
私
立
幼
稚
園
等
に
通
う
園
児
の
保
護
者
の
方
に

補
助
金
を
支
給
し
ま
す

対
象
=
4
月
1
日
以
降
引
き
続
き
区

内
に
居
住
し
て
い
る
満
3
～
5
歳
児

(
7
年
4
月
2
日
～
1
0
年
4
月
1
日

生
ま
れ
ま
で
の
園
児
。
ま
た
、
1
0年
4

月
2
日
以
降
生
ま
れ
の
園
児
は
満
3

歳
の
誕
生
月
か
ら
)
を
幼
稚
園
へ

通
園
さ
せ
て
い
る
保
護
者

補
助
金

の
内
容
=
表
4

※
保
護
者
負
担
軽

減
費
は
入
園
料
や
保
育
料
に
よ
り
調

整
(
減
額
)
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す

申
込
=

▽
区
内
の
幼
稚
園
に
在

籍
し
て
い
る
場
合
…
各
幼
稚
園

▽

区
外
の
幼
稚
園
に
在
籍
し
て
い
る
場

今
:

直
接
窓
口
ま
た
は
幼
稚
園

※

申
請
書
は
各
私
立
幼
稚
園
ま
た
は
学

務
課
で
配
付

期
限
=
5

月
3
1
日

支
払
時
期
=
1
0
月
上
旬

、
1
9
一
月
下
旬

、
3

月
下
旬
の
計
3

回
の
予
定

問
先
=

学
務
課
助
成
係

(
3
8
8
0
)
5
9
7
7

表4 補助金一覧

※ 就園奨励費の1 人目・2 人目は、同一世帯で幼稚園に通園している園児
の人数です
※ 世帯構成員中2 人以上に所得がある場合は、それぞれの区民税所得割課
税額の合計額で判定し ます
※ なお、特別減税や国・ などの補助要綱改正があった場合、対象世帯お
よび補助金等が変更さ れます
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『子育てに関する
実態調査』

2, 000人アンケート

子育ては
不安がい

っぱい

母の声に
耳を傾けて!

区では、O歳から6 歳までの就学前の子
どもを育てる母親2, 000人を対象に「子ども
の日常」「母親の子育て期の就労意識と家事
の状況」「育児の悩みや相談相手」について
面接によるアンケート調査を行いました。
あわせて、子育てサービスへの意向につい
ての調査や、父子世帯、外国人世帯、育児
グループなどを対象にしたグループヒヤリ
ングを行い、今回、「足立区子育てに関する
実態調査」をまとめました。
「子育てに関する実態調査」について、く
わしくは子育て支援係へ 　3880- 5266

子育てに不安を感じている

Q。子どもが生まれて強く感じたことは…

(複数回答)

「子育ては、予想したより大変」……… 52. 2%

「自分の時間がなくなった」( O～2歳児の子が

いる母親) … … … … … … … … … … … 33% 以上

少子化や核家族のため、子育てを身近に
見ながら成長し、親にな
っていく経験が少なくな
っています。すべての家
庭を対象にした新たな支
援が求められています。

地域や社会全体で、子育てをバックアップ

Q。家事や子育てに悩んだりつらくなったときに自分
の親のところへ行ったり、子どもを預けますか
「全くない」… 31. 3% 「ほとんどない」… 30. 4%

今回の調査では、70. 5% の母親が、自分の親
といつでも行き来できる距離に暮らしていると
いう結果が出ています。しかし、子育てに悩ん
だとき、自分の親のところへ行く母は少ないよ
うです。
情報を交換し、子育

ての喜びや悩みを共有
し合えるように、地域
や社会全体で、子育て
の仲間づくりの支援が
求められています。

誰でも気軽に相談できる親同士
の交流の場が求められています

Q。子育ての中でよくあることは…
(複数回答)

「大声でしかることがある」… … … 65. 9%

「子どものことでイライラすることがある」… … 58. 8%

「子 どもをたたいたことがある」… 42. 5%

親が子育てにつらくなったり悩ん
だりしたときに、親を孤立させない
親同士の交流の
場が必要とされ
ています。

女性が働きやすい環境づくり
が求められています

Q。子育て期の仕事や就労について…
「子育てに支障のない程度の仕事をしたい」
………… ………………………………… 63. 0%

充実感のある仕事をしたいという要求
は、常勤の母親に多く見られました。

パートナーの役割の大切さ
が浮かび上がりました

Q。夫・パートナーと子育ての話しをしますか
「話しをしている」…… … … … … … … … 95. 5%

しかし 、夫もしく

はパート ナーが精神

的な支え になってい

るかを見ると、「話し
をしている」から と

い って、妻の悩みが

解 消 さ れ て い る と
は、必ずしも言えない結果も出ています。

今回の「子育てに関する実態調査」は、就学前の子ど

もを持つ母親の実態を浮かび上がらせ、子育てをするう
えで求められている支援に結び付けていくことを目的

としたものです。
気持ちを受け止めてくれる最も身近な夫・パートナー
は、妻の不安感・閉塞( へいそく) 感を解消することを
期待されています。グループヒヤリングでは、「同じよ
うな環境の人たちが集まって情報を交換できる場がほ
しい」「子どもを見てもらえるシステムがあるといい」

などの意見も出されました。また、父子家庭のお父さん
からは、様々な形での支援を望む声が寄せられました。

※「足立区子育てに関する実態調査」は、区政情報室で
閲覧できます

スケッチあ だち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係 　3880- 5815( 直通)

小・中学生のいじめ相談
月曜日～金曜日(祝日を除く)、午前9時～午後4時30分

3880- 5577( 教育委員会教育指導室内)

区
長
一
日
相
談
室
で
、

区
長
が
区
民
の
声
を
聞
き
ま
し
た

4
月
H
日
、
区
役
所
1
階
ロ
ビ
ー
に
「
区
長

一
日
相
談
室
」
が
設
け
ら
れ
、
区
長
が
直
接
区

民
の
相
談
に
応
じ
ま
し
た
。

「
ご
み
や
生
活
環
境
な
ど
の
地
域
活
動
を
も

っ
と
支
援
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
要
望
や
、「
ご

み
が
散
乱
し
て
い
る
隣
の
空
家
が
あ
る
」
と
い

う
相
談
な
ど
、

区
民
が
日
常
生

活
の
中
で
抱
え

て
い
る
問
題
、
7

件
の
相
談
を

受
け
付
け
ま
し

た
。今

回
の
相
談

室
は
、区
を
よ

り
身
近
に
感
じ

て
も
ら
い
、
開

か
れ
た
区
政
を

理
解
し
て
も
ら

お
う
と
行
わ
れ

ま
し
た
。

美
し
さ
に
思
わ
ず
た
め
息

西
新
井
大
師
の
ボ
タ
ン

西
新
井
大
師
の
ぽ
た
ん
園
で
は
、
例
年
よ
り

早
く
ボ
タ
ン
が
満
開
を
迎
え
ま
し
た
。
ボ
タ
ン

は
、
真
紅
、
ピ
ン
ク
、
白
な
ど
子
ど
も
の
顔
ほ

ど
も
あ
る
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
見
ご

ろ
の
日
曜
日
に
は
、
た
く
さ
ん
の
出
店
も
出

て
、
大
勢
の
人
々
が
訪
れ
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
5
、
6
月
は
、
(
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
や
ア
ジ

サ
イ
な
ど
が
訪
れ
る
人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る

そ
う
で
す
。

▲ 春の日差しの中、ばたん園を散歩する人々

花
壇
を
舞
台
に

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
き
誇
る

春
の
「
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
」

花
の
育
成
に
よ
る
明
る
く
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
、昭
和
3
6年
に
始
ま
っ
た
、「
花

い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
4
月
1
3日
、町
会
・

自
治
会
や
小
学
校
な
ど
4
0カ
所
の
花
壇
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、「
花
の
育

成
状
況
」
や
「
花
の
植
え
方
の
工
夫
」
な
ど
を

審
査
対
象
に
、
春
と
秋
の
2
回
行
わ
れ
、
そ
の

合
計
点
で
順
位
を
決
め
ま
す
。

な
か
に
は
、
地
域
の
人
た
ち
で
2
0年
以
上
も

手
入
れ
を
絶
や
さ
な
い
花
壇
や
、
3
千
1
0
0本
も

の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
黄
色
い
パ
ン
ジ
ー
な
ど
で

工
夫
を
凝
ら
し
た
作
品
も
あ
り
、
春
の
花
た
ち

で
演
出
さ
れ
た
花
壇
に
は
、
道
ゆ
く
人
も
足
を

止
め
て
見
と

れ
て
い
ま
し

た
。秋

に
は
、

同
じ
花
壇
で

マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
や
サ
ル

ビ
ア
な
ど
を

飾
り
、
コ
ン

ク
ー
ル
を
競

い
合
い
ま

す
。

▲ 西新井第三団地自治会の花壇

古紙配合率75% 再生紙を使用しています RN2
2
9

,
0
0
0


